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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

出荷前に牛肉中の放射性セシウム（以下Ｃｓ）濃度を推定することができれば、一定期間の清浄な飼料を給与後

に出荷するなどの対策が可能となるため、血液と筋肉中に含まれる放射性Ｃｓ濃度の関係について検討した。

(1) 汚染粗飼料を継続摂取した肉用牛から採取した血液と筋肉中に含まれる放射性Ｃｓ濃度について、正の相関が

認められた（図１）。

(2) 汚染稲ワラを約３か月間少量（1日1頭約100g）摂取し、給与停止約２か月後の肉用牛から採取した血液と筋肉

中に含まれる放射性Ｃｓ濃度については、血液中の放射性Ｃｓ濃度が低く、両者に相関は見られなかった（図２）。

(3) 汚染稲ワラを約３か月間摂取後、清浄飼料に切り替えて飼育した肉用牛を用い、給与停止後1か月毎の血液中

放射性Ｃｓ濃度の経時的変化を調査した結果、約３か月ですべての供試牛が10Bq/kg未満になった。また、約４ヶ

月後に出荷した結果、筋肉中の放射性Ｃｓ濃度は最大154Bq/kgであった（図３）。

２ 期待される効果

(1) 高濃度汚染飼料を摂取した肉用牛の血液から筋肉中の放射性Cs濃度が推定できる可能性がある。

(2) 出荷前に筋肉中の放射性Cs汚染状況を推定することで、汚染牛肉の出荷を未然に防ぐことができる。

(3) 血液検査により出荷の可否を判断するため、清浄飼料による飼い直し期間を適切に設定できる。

３ 活用上の留意点

(1) 血液中で10 Bq/kg 以下の放射性Csの低濃度汚染では、正確な診断は困難である。



Ⅱ 具体的データ等

図３ 血液中放射性セシウム濃度の経時的変化

（汚染稲ワラを約３か月間摂取後、清浄飼料で飼育）
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